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狩野 臨，小倉 治之，黒澤 功
（社団美心会黒沢病院 泌尿器科）
【はじめに】 2014年7月より脳卒中センターが開設され,
患者発生の段階で脳外科病棟看護師がメールで連絡,対応
する形式とした.【対象と方法】 現在の診察形式以降の
症例を対象とした.年齢,原疾患,LUTS,当科的治療等につ
いて検討した.【結 果】 2016年5月までに133例の診
察依頼があった.年齢は30-98(中央値80)歳であった.疾
患は脳梗塞69例 (52％),脳出血24例 (18％),クモ膜下出
血10例(8％)などで,LUTSは排尿困難63例(47％)(尿閉
57),頻尿54例(41％)などであった.治療は,経過観察が18
例見られ,尿閉50例中38例 (62％)でカテーテル離脱でき
た.【まとめ】 脳外科医師の依頼がなくても,看護師等の
判断で診察依頼可能なシステムが構築された.医師の目が
届きにくい現場の意見がより反映されると同時に,迅速な
対応が可能となった.
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